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令和元年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
 
 

課名  道路建設課   

  ○ 

  事 

  業 

  制 

  度 

  に 

  つ 

  い 

  て 

 事 業 名  道路改築事業（社会資本整備総合交付金） 

 事 業 目 的 

地方公共団体等が行う社会資本の整備その他の取組を支援することにより、

交通の安全の確保とその円滑化、経済基盤の強化、生活環境の保全、都市環境

の改善及び国土の保全と開発並びに住生活の安定の確保及び向上を図ること。 

 採 択 基 準 

地域住民の日常生活の安全性若しくは利便性の向上を図るために必要であ

り、又は快適な生活環境の確保若しくは地域の活力の創造に資すると認められ

るもの。 

 概      要 

 (メニュー) 
現道拡幅や線形改良等又はバイパスの建設 

○ 

費 

用 

対 

効 

果 

の 

分 

析 

に 

つ 

い 

て 

 

＊ 

費 

用 

便 

益 

B/C 

＊ 

 効 

 果 

 の 

 項 

 目 

う 

ち 

貨 

幣 

換 

算 

す 

る 

項 

目

》  
Ｂ

《  

 

・走行時間短縮便益 

・走行経費減少便益 

・交通事故減少便益 

 

そ 

の 

他 

項 

目 

 

費 

用 

》  
Ｃ 

《  
の 

算 

定 

 

・費用の積み上げ基準＝道路整備に要する事業費＋道路維持管理に要する事業費 

現在価値算出のための社会的割引率：４％ 

基準年次：評価時点 

検討年数：50年間 

費 

用 

便 

益 

比 

の 

基 

準 

 

費用便益比（Ｂ／Ｃ）１．０以上 
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令和元年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ２  事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

一般国道１５６号 福島
ふくしま

バイパス 

事業実施  

箇    所 

大野郡
お お の ぐ ん

白川村
しらかわむら

福島
ふくしま

 

～大野郡
お お の ぐ ん

白川村
しらかわむら

牧
まき

 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成１６年度 完了予定年度 令和１１年度 

 再評価の実施基準 再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

一般国道１５６号は岐阜県岐阜市を起点とし、富山県高岡市へ至る延長約２１６ｋｍの幹線道路であ

る。当該事業はこのうち大野郡白川村福島から牧までの２，３４５ｍ区間を整備するものであり、隘路・

線形不良箇所の解消による円滑な交通確保、災害時に有効に機能するネットワークの確保、観光施設へ

のアクセス性向上を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：２，３４５ｍ 車道幅員：一般部 ３．００ｍ×２車線 トンネル部 ３．００ｍ×２車線 

主要構造物：（仮称）福島第１トンネルＬ＝１７６ｍ  福島第２トンネルＬ＝２３４ｍ 

福島第３トンネルＬ＝３３３ｍ     第１橋梁（仮）Ｌ＝６８ｍ 

 概 要 図  
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令和元年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 
３ 

 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

一般県道 上野関線（大矢田・半道） 

事業実施  

箇    所 
美濃市
み の し

半道
は み ち

地内 ～ 美濃市
み の し

大矢田
お や だ

地内 事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成１５年度 完了予定年度 令和５年度 

 再評価の実施基準  再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

一般県道上野関線は、美濃市上野を起点とし、関市小瀬に至る延長約11.9kmの路線で、第二次緊急輸

送道路に指定される重要な路線である。 

当該事業はこのうち3km区間について現道拡幅及びバイパスを整備するものであり、災害時に有効に

機能するネットワークの確保、隘路・落石箇所の解消による円滑な交通の確保及び東海北陸自動車道美

濃ＩＣまでのアクセス向上を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：３，０００ｍ 車道幅員：２．７５ｍ×２車線、歩道幅員：２．５０ｍ（片側） 

主要構造物：（仮称）新大矢田トンネルＬ＝６２３ｍ 

 概 要 図  
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前回 今回

(基準年：H26） (基準年：R1）

H16～R11 H16～R11

38.8 54.1

0.7 0.9

39.5 55.0

44.6 62.7

2.4 2.2

-0.1 -0.1

46.9 64.8

1.2 1.2費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国交省道路局　都市局/H30.2

■費用対効果分析結果の要因変化

【費用】
・費用を現在価値化する際の基準年が前回の平成26年から令和元年に変更になった。
・社会的割引率が4％に設定されているため、基準年次以前（令和元年以前）の事業費
　が増加することとなる。
【便益】
・H30.2に費用便益分析マニュアルの改訂され、時間価値原単位、走行経費原単位、
　交通事故損失額の計算式が見直された。
・H30.2に新たな将来OD表が配布された。
・H30.2に交通量配分手法が改訂され、QV式が見直された。

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

バイパス整備・現道拡幅　延長L=2,345m、幅員W=9.0m

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

令和元年度第３回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

【道路事業】　３）道路改築事業「(国)１５６号　福島バイパス」

■事業内容
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前回 今回

（基準年：H26） (基準年：R1）

H15～R5 H15～R5

26.5 33.3

0.8 0.8

27.2 34.2

36.7 54.6

1.9 3.3

0.0 0.1

38.7 58.0

1.4 1.7

■事業内容

令和元年度第３回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

【道路事業】　３）道路改築事業「(一)上野関線　大矢田・半道工区」

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

バイパス整備・現道拡幅　延長L=3,000m、幅員W=9.25m

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

【費用】
・費用を現在価値化する際の基準年が前回の平成26年から令和元年に変更になった。
・社会的割引率が4％に設定されているため、基準年次以前の事業費が増加することとな
　る。
【便益】
・H30.2に費用便益分析マニュアルが改訂され、時間価値原単位、走行経費原単位、交通
　事故減少便益の原単位が見直された。
・H30.2に新たな将来OD表が配布され、事業箇所周辺の美濃市及び関市の発生集中交通量
　が約2割増加したため、便益が増加した。

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国交省道路局　都市局/H30.2

■費用対効果分析結果の要因変化
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